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九
州
・
沖
縄
８
県
の
Ｊ
Ａ
系
統
農
家
が
肥
育
技
術
を
競
う
第
４６
回
九

州
管
内
系
統
和
牛
枝
肉
共
励
会
が
９
月
３
日
、福
岡
県
太
宰
府
市

で
開
か
れ
た
。個
人
最
高
賞
の
金
賞（
農
林
水
産
大
臣
賞
）に
は
Ｊ

Ａ
鹿
児
島
い
ず
み
の
㈱
中
山
畜
産（
長
島
町
）が
輝
い
た
。団
体
優

秀
賞
は
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
県
経
済
連
が
７
年
連
続
で
受
賞
、努
力
賞
は
全

農
大
分
県
本
部
が
受
賞
し
た
。

九
州
・
沖
縄
８
県
の
Ｊ
Ａ
系
統
農
家
が
肥
育
技
術
を
競
う
第
４６
回
九

州
管
内
系
統
和
牛
枝
肉
共
励
会
が
９
月
３
日
、福
岡
県
太
宰
府
市

で
開
か
れ
た
。個
人
最
高
賞
の
金
賞（
農
林
水
産
大
臣
賞
）に
は
Ｊ

Ａ
鹿
児
島
い
ず
み
の
㈱
中
山
畜
産（
長
島
町
）が
輝
い
た
。団
体
優

秀
賞
は
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
県
経
済
連
が
７
年
連
続
で
受
賞
、努
力
賞
は
全

農
大
分
県
本
部
が
受
賞
し
た
。

「
脂
肪
交
雑
が
美
し
い
」と
評
価
さ
れ
た
中
山
畜
産
出
品
の
金
賞
受
賞
牛
枝
肉

（
Ｂ
Ｃ
Ｓ
）No.
は
去
勢
３・７
、雌
４・０
で
い

ず
れ
も
昨
年
を
上
回
っ
た
。

　
審
査
委
員
長
で
公
益
社
団
法
人
日
本

食
肉
格
付
協
会
の
芳
野
陽
一
郎
専
務
理

事
は「
黒
毛
和
種
去
勢
は
、Ａ
等
級
が
１

０
０
％
の
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
な
成
績
だ
っ
た
。

歩
留
基
準
値
も
75
以
上
が
81・６
％
、80

以
上
が
20・２
％（
22
頭
）だ
っ
た
。肉
質
は

褒
め
る
点
し
か
な
い
。Ｂ
Ｍ
Ｓ
No.
平
均
11・

３
と
４
年
連
続
で
２
桁
を
超
え
た
。雌
は

Ａ
等
級
が
昨
年
に
続
き
１
０
０
％
、飼
養

管
理
も
合
格
点
。肉
質
は
昨
年
に
比
べ
若

干
物
足
ら
な
さ
を
感
じ
た
が
、高
レ
ベ
ル

に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。褐
毛
和
種
去
勢

は
、外
観・肉
質
と
も
標
準
的
な
枝
肉
だ
っ

た
。今
後
も
更
な
る
高
み
を
目
指
し
、高

品
質
和
牛
の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
を
期
待
す
る
」と
講
評
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、金
賞（
農
林
水
産
大
臣

賞
）は
鹿
児
島
県
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
い
ず
み
の

㈱
中
山
畜
産
が
出
品
し
た「
若
春
」（
去

勢・月
齢
29
）が
輝
い
た
。父「
若
百
合
」、

母
の
父「
安
福
久
」、母
の
祖
父「
百
合

茂
」。枝
肉
重
量
５
７
９・５
㎏
、ロ
ー
ス
芯

面
積
１
１
３
㎠
、バ
ラ
の
厚
さ
10・８㎝
で
、歩

留
基
準
値
は
82・１
。Ｂ
Ｍ
Ｓ
No.
は
最
上
級

の
12
、Ｂ
Ｃ
Ｓ
No.
は
３
。「
出
品
牛
の
中
で
、

ず
ば
抜
け
た
存
在
感
の
あ
る
枝
肉
。脂
肪

交
雑
は
細
か
く
十
分
で
満
遍
な
く
交
雑

し
、美
し
さ
を
呈
し
て
お
り
、特
に
肉
の
光

沢
、脂
肪
の
質
に
優
れ
、艶
や
か
さ
を
持
っ

て
い
る
」と
評
価
さ
れ
、審
査
員
満
票
で
選

出
さ
れ
た
。　

　
銀
賞
１
席
は
長
崎
県
Ｊ
Ａ
な
が
さ
き

県
央
・
喜
々
津
昭
さ
ん
の
去
勢「
金
太
」

（
月
齢
28
）、銀
賞
２
席
は
佐
賀
県
Ｊ
Ａ
か

ら
つ
、か
ら
つ
前
田
畜
産
㈱
の
去
勢「
郷
４

２
３
」（
月
齢
29
）、銀
賞
３
席
は
鹿
児
島

県
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
、㈲
徳
重
和
牛
人
工
授

精
所
の
去
勢「
太
郎
」（
月
齢
27
）が
選
ば

れ
た
。

ロ
ー
ス
芯
面
積
73・４
㎠
、バ
ラ
の
厚
さ
８・

０㎝
、皮
下
脂
肪
の
厚
さ
２・５㎝
、歩
留
基

準
値
76・１
と
な
っ
た
。

　
Ａ
等
級
比
率
は
去
勢
が
１
０
０
％
で
、

全
国
平
均
96・９
％
を
上
回
っ
た
。雌
も
１

０
０
％
で
、全
国
平
均
の
94
・１
％
を
上

回
っ
た
。脂
肪
交
雑（
Ｂ
Ｍ
Ｓ
）No.
の
平
均

は
、去
勢
が
11・３
で
、４
年
連
続
２
桁
を

超
え
た
。雌
は
10・０
だ
っ
た
。肉
色
基
準

　
出
品
頭
数
は
、黒
毛
和
種
去
勢
１
０
９

頭
、黒
毛
和
種
雌
10
頭
、褐
毛
和
種
去
勢

１
頭
の
計
１
２
０
頭
、枝
肉
の
平
均
重
量

は
、黒
毛
和
種
去
勢
５
３
３・７
㎏
、同
雌

４
７
６・６
㎏
で
、い
ず
れ
も
全
国
平
均
を

上
回
っ
た
。歩
留
等
級
を
決
め
る
測
定
値

の
平
均
は
、去
勢
が
ロ
ー
ス
芯
面
積
84・６

㎠
、バ
ラ
の
厚
さ
９・０㎝
、皮
下
脂
肪
の
厚

さ
２・３㎝
、歩
留
基
準
値
77
・７
。雌
が

金
賞
受
賞
は
平
成
17
年
に

続
き
２
回
目
。本
当
に「
あ
り

が
と
う
」と
い
い
た
い
。子
牛

は
血
統
を
基
に
月
齢
が
若

く
、素
質
を
見
て
購
入
し
て

い
ま
す
。粗
飼
料
を
た
く
さ

ん
食
べ
、必
要
以
上
に
太
ら

な
い
素
晴
ら
し
い
牛
に
育
っ

て
く
れ
た
。筋
肉
質
に
仕
上

が
り
、枝
肉
は
体
型
通
り
、無

駄
な
肉
は
つ
い
て
い
な
い
。こ

れ
か
ら
も
、肥
育
農
家
と
し

て
、ひ
た
む
き
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
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金
賞
㈱
中
山
畜
産

中
山
正
美
さ
ん

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
い
ず
み

12
12
12
12
12
12
12
12
12

82.1 
80.5 
80.0 
79.5 
79.5 
83.5 
79.3 
79.2 
84.5 

10.8
9.7
9.3
9.8
8.2
9.0
10.1
9.7
10.4

113.0
102.0
96.0
94.0
96.0
122.0
93.0
98.0
127.0

8800.0
6000.0
5000.0
4500.0
4500.0
3500.0
3500.0
3500.0
3500.0

A5
A5
A5
A5
A5
A5
A5
A5
A5

579.5
535.4
514.5
533.0
538.8
511.1
565.9
546.1
570.8

847.0 
803.0 
772.0 
801.0 
806.0 
761.0 
852.0 
812.0 
832.0 

去
去
去
去
去
去
去
去
去

黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒

29
28
29
27
29
29
29
28
28

JA鹿児島いずみ
JAながさき県央
JAからつ
JA北さつま
JAおおいた
JA筑紫
JA都城
JAあしきた
JA鹿児島いずみ

（株）中山畜産
喜々津　昭
からつ前田畜産（株）
（有）徳重和牛人工授精所
（株）浦田牧場
（有）三宅牧場
乙守　治雄
中村　正志
（同）林ファーム

鹿児島
長崎
佐賀
鹿児島
大分
福岡
宮崎
熊本
鹿児島

金賞
銀賞１席
銀賞２席
銀賞３席
銅賞１席
銅賞
銅賞
銅賞
銅賞

賞 産地 出品者名 農協名

鹿児島県経済農業協同組合連合会
全国農業協同組合連合会大分県本部

鹿児島
大分

団体優秀賞
団体努力賞

賞 産地 団体名

品種性別 格付 BMS枝肉単価
（円）

肥育
期間

生体重
（㎏）

枝肉重量
（㎏）

ロース芯
面積（㎠）

バラの厚さ
（㎝）

歩留
基準値

個人賞

団体賞

金
賞・銀
賞
の
受
賞
者
の
喜
び
の
言
葉「

長
崎
生
ま
れ
の
、長
崎
育

ち
」に
こ
だ
わ
っ
て
育
て
て
き

た
の
で
、い
い
結
果
と
な
り
う

れ
し
い
。長
崎
和
牛
が
全
国

ブ
ラ
ン
ド
に
近
づ
い
た
と
い

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。背
中
や
前
躯
幅
の
盛
り

上
が
り
な
ど
、今
ま
で
に
な

か
っ
た
で
き
あ
が
り
だ
っ
た

の
で
期
待
し
て
い
ま
し
た
。牛

の
持
つ
力
を
存
分
に
い
か
す

よ
う
育
て
て
き
ま
し
た
。繁

殖
農
家
に
ご
恩
返
し
が
で
き

ま
し
た
。

銀
賞

１
席
喜
々
津
　
昭
さ
ん

Ｊ
Ａ
な
が
さ
き
県
央

入
賞
す
る
と
は
思
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
、素
晴
ら
し
い

賞
を
い
た
だ
き
驚
い
て
い
ま

す
。背
中
の
筋
肉
の
張
り
、も

も
の
張
り
が
良
か
っ
た
。均
整

の
と
れ
た
牛
で
ボ
リ
ュ
ー
ム

も
あ
っ
た
。マ
イ
ナ
ス
面
の
少

な
い
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
良

い
佐
賀
牛
に
育
っ
た
と
思
い

ま
す
。牛
舎
は
台
地
の
上
に
あ

り
、潮
風
も
届
く
。自
然
環
境

に
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
育
っ

た
こ
と
が
良
い
結
果
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

銀
賞

２
席
か
ら
つ
前
田
畜
産
㈱

前
田
勇
人
さ
ん

Ｊ
Ａ
か
ら
つ

多
く
の
牛
が
出
品
さ
れ
た

系
統
和
牛
枝
肉
共
励
会
で
銀

賞
３
席
を
受
賞
で
き
た
こ
と

は
良
か
っ
た
。出
品
し
た
牛

は
、地
元
の
子
牛
市
場
で
購

入
し
た
が
、血
統
も
良
く
、良

い
体
型
に
な
り
そ
う
な
雰
囲

気
が
あ
っ
た
。実
際
、順
調
に

育
ち
良
い
体
型
に
育
っ
て
く

れ
た
。今
後
も
遺
伝
能
力
を

重
視
す
る
と
と
も
に
、良
い

体
型
に
仕
上
げ
、枝
肉
の
量
・

質
に
こ
だ
わ
っ
た
経
営
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
団
体
優
秀
賞
７
連

覇
は
、
鹿
児
島
の
繁
殖

農
家
、
肥
育
農
家
の

全
体
の
レ
ベ
ル
が
高
い

こ
と
を
示
し
た
。
そ
の

努
力
を
称
え
た
い
。
力

の
あ
る
枝
肉
だ
っ
た
。

ロ
ー
ス
芯
面
積
平
均

１
０
３
・
８
㎠
は
過
去

最
高
、
出
品
牛
15
頭

全
て
が
脂
肪
交
雑
基

準（
Ｂ
Ｍ
Ｓ
）No. 
12
。経

営
環
境
は
厳
し
い
が
、

畜
産
農
家
に
弾
み
が
つ

け
ば
い
い
。
来
年
も
良

い
結
果
を
残
せ
る
よ
う

一
つ
ひ
と
つ
積
み
上
げ

て
い
き
た
い
。

銀
賞

３
席
㈲
徳
重
和
牛
人
工
授
精
所

徳
重
真
生
さ
ん

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま

団
体
優
秀
賞

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
県
経
済
連
肉
用
牛
事
業
部
・
栗
脇
豊
部
長
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